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課題研究発表会・進路研修会へのご参加 

ありがとうございました 

3学期となると3年生は入試や三者面談、出願と慌ただしくな

ってきます。また教室にはすでに進路の決まった生徒とこれから

もうひと頑張りする生徒が出てきます。そして卒業まであと○○

日とカウントダウンが始まってきます。1 年後どんな学級になって

いるのか、それぞれが納得のいく進路選択ができているといい

なぁと考えるこの頃です。 

先日は、課題研究発表会、進路研修会へのご出席ありがとう

ございました。生徒たちの発表のようすはいかがだったでしょうか。自分で課題を設定し、調べ、発表する。まだ

まだネットでの検索に終わっていますが、次回はさらに踏み込んで調べていけるように取り組んでいきたいと考

えております。たくさんの心温まる感想ありがとうございました。 

進路研修会では、こちらからの一方的な説明になってしましましたが、話すべき内容が多くうまく伝わったの

か不安なところもあります。その生徒の進路に応じた対応になってきますので、何かご不明な点がありましたら、

学年までお知らせください。進路説明会や進路希望調査を通し、1 人 1 人が自分の進路に向き合って、スタート

するきっかけとなってほしいと思っています。 

進路希望調査から 

進路希望調査の提出ありがとうございました。全員が期日まで提出し、進路選択に向けしっかり考えようとす

るようすを感じました。進路希望調査を記入するにあたり、お家の中でどのような会話があったでしょうか。子ど

もたちの考えを聞き、お家の人の考えを伝えることで、まだ漠然とした目標が少しずつ形になっていきます。今後

もたくさん話題にしていただきながら、子どもたちの後押しをお願いできればありがたいと考えています。 

 

普通科を選ぶメリットについて教えてください。 

 工業系や商業系、農業系などの高校では専門的な学習を行いますので、その職業を目指す場合には早くから

知識を身につけることができます。中学校のような一般的な学習が少なくなり、専門的な授業が増えますので、

当然興味関心がなければ学習が大変になります。また、その後の進路についても習得した知識を活かすことの

できる企業への就職や知識をさらに深めていく上級学校へ進学になります。自分の希望する職業をしっかり考

えた上で決めていく必要があります。 

一方普通科は 3年間の中学校での学習をより深め、より高い学力を身につけていきます。その中で文系なの

か理系なのか自分の進むべき道を見つけることができるでしょう。大学への進学率が増え、多くの高校で大学へ

の進学を目指す生徒が増えています。商業系の高校であれば、大学は経済学部や商学部、工業系の高校であ

れば工学部などと職業系専門学科の高校からの進学は道がある程度定まっていきますが、普通科では 2 年生
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頃に文系か理系か、就職を目指すのか、進学を目指すのか決めていきます。じっくり考えて進路を決めていけ

ることが普通科のメリットになるでしょう。 
 

高校はどのくらいお金がかかりますか。 

 説明会でもお話ししたとおり、高校は義務教育ではありませんので授業料が必要になります。その他各高校に

よってさまざまな経費がありますので、まずはそれぞれの高校の HP をご覧ください。また今後各高校の学校説

明会も行われますので、そこでの資料を参考にしていただいたり、相談会に参加されて実際にお話を聞いてみ

てはいかがでしょうか。また部活動を行えば、道具や遠征費など中学校以上に必要になります。お金の面でも計

画的に取り組んでいくことも保護者のみなさまにはお願いします。 
 

今の力で高校に入れますか。 

 今の力で入ることのできる高校はありません。これからどう取り組んで、自分の力をどう伸ばしていけるかが大

切になります。今度の冬が来た頃に、どんな自分になっているかを考えて生活しましょう。そのためにも目標を持

ち、そこに向かってがんばることを勧めます。 
 

商業や工業の推薦入試を受けたら入れますか。 

 わかりません。説明会でお話ししたとおり、公立高校の推薦入試は、まず条件を満たす必要があります。そこが

クリアできなければ、出願できません。また、公立高校の推薦入試では募集人数が決まっています。例えば、山

形工業高校の機械技術科では定員４０名に対し、その３０％の１２人を推薦入試で募集しています。先日行われ

た選抜試験では１３人が志願しました。１２人の募集に対し１３人が志願したので１人多くなりました。１人ぐらい何

とか、と思ってしまいますが、３０％以内という募集基準なので、そうはいきません。残念ながら１名は涙をのんで

しまいました。生徒に志望校を尋ねると、点数だけを見て工業か商業と答える人がいますが、工業と商業では学

習する内容が全然違います。自分は何に興味を持っているのか、どんな勉強をしたいのかを考えて決めていか

ないと、せっかく合格しても苦しい毎日が待っています。どんな道を歩いて行くのかを親子でたくさん話し、自分

に合った進路を決めてほしいと思います。それぞれの高校についての目標点などは二者面談等でお話ししてい

きますので、お子さんからぜひ聞いていただければ、と思います。 

 

東北芸術高等専修学校・北海道芸術高校「春の体験フェス」 

仙台にある東北芸術高等専修学校・北海道芸術高校から学校体験の案内が届きました。東北芸術高等専修

学校は「マンガ・イラストコース」「声優コース」「ファッション・ビューティーコース」「ミュージックコース」「メディア

クリエイターコース」「美容師コース」があり、北海道芸術高校の広域通信制と提携し、専門学校で学びながら高

校卒業の資格も取ることのできる学校です。全日制とは違い、単位制の学校です。私たちの周りにある学校とは

ちがったカリキュラムになります。興味のある人は、参加してみてはいかがでしょうか。 

 

東北芸術高等専修学校・北海道芸術高校      ３月２３日（土） 宮城野区文化センター，東芸校舎 

仙台市宮城野区榴岡４丁目６－２０               
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個人での申し込みになります。 

詳しくはチラシまたは HPをご覧ください。 
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